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「学びと発見のある研修会を目指して」 

学芸職員部会 副部会長 富良野市博物館 澤 田  健 

 

お気づきかと思いますが、数年前に研修会内容や手法の見直しをしました。とはいえ、

そんな大げさな話ではなく、ちょっとしたことです。 

 近年、第一・第二世代の先輩学芸員が定年退職となり、20 代、30 代の若き学芸員が採

用され、第一線の現場に立つようになりました。こうした状況を踏まえ、北見市常呂の研

修会以降、内容を従前の『地域学のススメ』から、若手学芸員を主たるターゲットにした

技術研修に切り替えました。諸先輩に伺うと、そもそも『地域学のススメ』の前には、技

術研修を実施していたようです。背景や手法はやや異なりますが時代は繰り返すのですね。 

我々学芸員は、必ずしも恵まれているとは言い難い限られた予算や施設、人員の中で、

それぞれ知恵や工夫を凝らして事業に取り組んでいます。そこで、しばらくは各館園や個

人に蓄積された技術や工夫を学び合う場にしてみようと、森岡部会長以下、役員の皆さん

と思案したわけです。見直した折はちょうど予算的問題も抱えていましたが、決してケチ

ったわけではありません。企業や大規模博物館の講師を招いて理想的な備品や道具を用い

た実技研修を開催しても、実際の現場で活かす機会がなければ意味がないと考えたからで

す。今、私たちが取り組んでいるのは学芸員自身が講師や発表者となり、疑問があれば忌

憚なく質問し、議論する形式です。肯定される事例もあれば、見直しを指摘される例もあ

るでしょう。したがって若手だけが学ぶのではなく、中堅層の学び直しも意図として含ま

れています。私自身、毎回刺激をもらっており、皆さんに感謝しています。 

外部から学ぶことを拒絶しているわけではありません。講演を中心とする研修が長く続

き、飽きたということもあるでしょう。またこうした双方向型の研修を行うことで、新入

会員とコミュニケーションが深まるというメリットもあるはずです。しばらくはこのよう

な形で進める予定ですが、狭い仲間内の技術や小手先の工夫ばかりを学ぶのもどうか、と

いうご意見もあるでしょう。時には基礎基本や最新情報・技術の学習機会も織り交ぜる必

要があるかもしれません。今後も会員の皆さんとともに模索していきたいと考えています。 

今年度の研修会は士別市さんにお世話になります。テーマは「展示リニューアルの裏話

～成功と反省から学ぶ～」。ここでしか聞けない刺激的なテーマです。「参加して良かった」

と思っていただけたら幸いです。多くの仲間にお会いできることを楽しみにしています。 



平成 27 年度 北海道博物館協会 学芸職員部会総会・研修会 

開催いたします！！ 

 

☆平成 27 年度 研修会について 

士別市で 9 月 25 日（金）に開催される平成 27 年度の研修会についてご案内します。 

 

◆趣 旨   

博物館のまちづくりへの貢献が期待される今日、博物館活動の根幹をなす基本的な  技術・素養はも

ちろんのこと、専門分野以外の基礎・基本を身に付けることも要求 されている。本研修会は、博物館

活動で求められる基本的技術とそれに基づく応用 力をつける契機とし、私たち学芸員が互いに学び合

いながらスキルアップすることを目的に開催する。  

    

◆研修会    

9 月 25 日 13:15－15:50 会場：士別市生涯学習情報センターいぶき 

（士別市西１条８丁目 701 番地１） 

 

◆展示分野技術研修「展示リニューアルの裏話～成功と反省から学ぶ～」 

 

◆内 容  

近年、展示改修を担当された方々に、展示制作の際の工夫点や反省点について報告頂きます。     

事例報告後は参加者と事例報告者を交え、展示改修を想定したワークショップを行います。   

 

◆事例報告（13:30～14:50）  

「展示リニューアルでやってはいけない 10 のこと －北海道博物館を事例に－」（仮） 

会田 理人 氏（北海道博物館）   

「新ひだか町博物館開館までのみちのり」        

藪中 剛司 氏（新ひだか町博物館）  

「枝幸町オホーツクミュージアムえさしの改修について」 

高畠 孝宗 氏（オホーツクミュージアムえさし）  

「リニューアルしたのかな？展示案を考えることとは」  

水田 一彦 氏（士別市教育委員会）  

 

 ◆ワークショップ（15:00～15:50）   

         コーディネーター 栗原 憲一氏（北海道博物館）  

 

☆みなさまと士別でお会いできるのを楽しみにしています！ 

また研修会等の詳しい内容につきましては、次号にてご紹介させていただきます。 

 



 

北のミュージアム紀行～その 1～ 
 
 

本号より「北のミュージアム紀行」と題し、北海道内で近年リニューアルされた博物

館および今後リニューアルを予定している博物館を中心に、部会ニュースにてご紹介い

たします。 

第 1 弾として、平成 25 年度リニューアルが実施され、今回、学芸職部会の総会・研

修会が実施される士別市の「士別市立博物館」と、今年の 4 月より新たに開館した「新

ひだか町博物館」、次年度リニューアルオープンが予定されている「オホーツクミュー

ジアムえさし」について、ご紹介させていただきます！ 

なお今回文章をよせていただきました3館の博物館におけるリニューアル内容の詳細

については、今回の研修会にて担当された学芸員から実際にお話が伺えます！ 

ぜひこの機会に総会・研修会にご参加ください！みなさまのご参加をおまちしており

ます。 

 
 
 
1.士別市立博物館のリニューアル 

士別市立博物館は開館30年目にあたる平成22年度に常設展示室のリニューアルを実

施しました。 

小規模ながらも地域の歴史・文化・自然を網羅的に紹介するそれまでの常設展示は広く

市民に親しまれてきましたが、開館以来展示内容の見直しが行われなかったこと、平成

17 年度に朝日町との合併が行われ館として取り扱うべき対象が拡大したことから、展示

テーマを「士別の歴史と自然」から「天塩川流域の歴史と自然」に改めて展示リニューア 

ルを実施することとなりました。 

約1,500万円という低予算で実施したリニューアルのなかで当館が優先して行ったの

は、従来の入り組んだ壁と展示ケース・ジオラマなどの固定展示を取り払うことで、明る

く見通しがよく、自前で展示更新が行える展示室を作ることです。従来の「暗くて怖い」

というイメージを払拭するために、壁・床・展示ケースの色を白系統に統一し、展示室内

にできる限り外光を取り入れるようにしました。また、今後展示更新を自前で行うために、

ピクチャーレールやメッシュパネルを展示室の随所に設置しました。 

平成 23 年 4 月にリニューアルオープンした展示室では「来館者が展示資料に触れて

体験できる」をコンセプトとして、民具やレコード、化石や岩石、はく製などの実物資料

をできるだけケースに入れずに露出展示し、来館者が実際に手で触れて体験できるように

しています。子ども達にはノジュールを使った化石クリーニング体験が特に人気です。大

人には懐かしのレコード鑑賞が人気のようです。 



 ハンズオンを行うなかで資料の劣化が進むことはある程度想定していましたが、「それ

ほど痛まないものだな」というのがリニューアルから 4 年目現在の印象です。要因の一

つとして、受付カウンターと学芸員カウンターを事務室内からエントランスホールに移動

したことで来館者と職員との距離が近くなったことが考えられます。展示室には触って良

い旨の掲示を特に行わず、来館者が躊躇っていたり、保護者が子どもに「触ってはいけな

いよ」と注意したりしているのを見かけたときに、「優しく触ってください」と案内する

ようにしています。小規模館ならではの職員と来館者との近さを意識しながら今後も博物

館活動を行っていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史展示室 

（リニューアル前） 

自然史展示室 

（リニューアル前） 



 平成 27 年 9 月 25 日（金）には、学芸職員部会総会研修会が士別市生涯学習情報セ

ンターを会場として開催されます。今年度の研修会テーマは「展示リニューアルの裏話～ 

成功と反省から学ぶ～」。近年、展示リニューアルを実施した館の担当者からの事例報告

と、展示リニューアルを想定した参加型のワークショップが行われます。26 日（土）の

エクスカーションでは市内温根別で蛇紋岩露頭の観察と蛇紋岩の採集を行います。 

多くの方々にご参加いただけますようお願い申し上げます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【士別市立博物館 学芸員 森久大】 
 
 
 

自然史展示室（上）歴史展示室（下）（リニューアル後） 



2.新ひだか町博物館のオープン 

新ひだか町博物館は、平成 27 年 4 月 5 日に、新ひだか町図書館との合築施設として

開館した。 

建物は総事業費約 14 億円の鉄筋コンクリート造平屋建てで、建築面積は約 3,000 ㎡

である。そのうち、約 760 ㎡が博物館、約 1,400 ㎡が図書館、約 670 ㎡が共有部分

である。町民の学習活動を応援するため、ユニバーサルデザインのゆとりある明るい施設

に仕上げた。 

 博物館は展示室、企画展示室、体験学

習室・屋外テラス、学芸員室、整理準備

室、特別収蔵庫、展示準備室・写場から

なる。展示室に、学芸員ができるかぎり

そこにいて、来館者の質問に答える「質

問カウンター」を置いた。 

展示は①自然の営み、②まちとくらしの

記憶、③自然との出会い（先史）、④自

然との融合（アイヌ文化）、⑤自然への

挑戦（移住の歴史）、⑥自然からの恩恵（三石昆布）、⑦自然との調和、⑧自然との共生

の 8 テーマからなり、実物、模型、音声、映像等で、まちの自然と歴史・文化を紹介し

ている。目玉は、縦型大画面スリットモニターで見る「新ひだか町の四季」である。上空

から見る二十間道路桜並木、牧場を駆るサラブレッドの親子、昆布漁等、まちの様子を約

6 分で知ることができる。 

図書館は一般書、児童書・絵本、地域資料・参考資料、雑誌・新聞の各コーナー、学習・

閲覧室、対面朗読室、パソコン室、おはなしのへや、研修室、授乳室、幼児用トイレ、館

内資料検索機、インターネット検索端末等を備える。司書おすすめの図書を紹介する、毎

月開催の企画展示が好評である。 

 共有部分は多目的集会室とロビー・飲食コ

ーナーである。なお、多目的集会室は博物館

や図書館行事の会場として、また、洪水等の

災害時に、住民の一時避難場所として使う部

屋で、施設貸出しはしていない。 

 図書館との合築による効果であろう。博物

館には、乳幼児親子、中高生、高齢者、障が

い者といった、単独施設だった頃には、あま

り来ていただけなかった方々も、お見えにな

る。このことは、その円滑な利用に対する配

慮と施設全体としての機能向上が直近の課題であることを教えている。言い換えると、

人々の多様性への理解をすすめる、本当の意味でのユニバーサルデザインの実現が求めら

れている。                 【新ひだか町博物館 学芸員 斉藤大朋】 

外 観 

展示室 



3.オホーツクミュージアムえさしのリニューアルについて 

 

１．リニューアルの経緯について 

枝幸町の資料館施設「オホーツクミュージアムえさし」は平成11年10月にオープン、

昨年で開館 15 年を迎えました。今回のリニューアルでは老朽化した施設の改修をはかる

とともに、展示内容を一新する計画です。 

平成 18 年 3 月、枝幸町・歌登町が合併し、新たな「枝幸町」が誕生しました。旧歌

登町には、デスモスチ ルスを中心に地域の自然や歴史を紹介する「歌登ふるさと館」が

ありましたが、合併 10 年を迎えたことを期 に２つの資料館施設を統合し、新たな枝幸

町にふさわしい施設として整備する計画が持ち上がりました。 

 

２．リニューアルの特徴について 

オホーツクミュージアムえさしのリニューアルにあたり、枝幸町教育委員会では、町文

化財保護委員を中心に運営方針や展示内容について協議を重ねました。今回の改修工事で

は、枝幸の「オホーツク文化」と歌登の「デスモスチルス」、海と山の自然、そして２つ

の町が歩んだ近世史をバランス良く展示するため、常設展示室の面積をこれまでの 2.5

倍、約 1,100 ㎡まで拡張

することにしました。あ

わせて、重要文化財「目

梨泊遺跡出土品」を中心

とした考古資料の適切な

展示環境を実現するため、

文化庁の国庫補助事業に

より、施設の一部を「枝

幸町埋蔵文化財センタ

ー」として整備する計画

です。 

また、施設の長寿命化

をはかるため、外壁や屋

上防水、ボイラー系統などを更新し、運営コストの軽減化 を目指して照明設備を全てＬ

ＥＤに交換します。さらに地域社会の高齢化に対応するため、バリアフリー化 を積極的

に進めました。施設内の段差の解消やトイレの洋式化、手すりの追加やエレベーターの設

置など、「車椅子を使う方が一人で見学できる」施設にすることを目指しています。 

 

３．展示の特徴について 

今回の改修計画では、館のシンボル展示として体長７ｍあまりのシャチ骨格標本を展示

し、地域の歴史・ 文化を育んできた「オホーツク海」を象徴的に表現します。 

さらに受付カウンターを中心に「埋蔵文化財展示室」「歴史系展示室」「自然系展示室」

 

完成予想

図 



の３つの展示室 を配置し、お客様はどこからでも見学できる動線としています。 

埋蔵文化財展示室では、オホーツク文化の復元住居や重要文化財を中心に「オホーツク文

化」を総合的に 紹介する展示とする予定です。 

歴史系展示室では、枝幸・歌登のあゆんだ近世史を 10 のテーマに再編し、資料を通じ

て地域の歴史を伝えます。「枝幸砂金」や「町営軌道」、「獅子神楽」、「戦時下の枝幸」

「日食観測」など、一つひとつの展示に 明確なテーマと物語性を与えたいと考えていま

す。 

自然系展示室では、旧歌登町のメイン展示だったデスモスチルスを受け継ぎ、地域の多

様な動植物標本を 中心に展示を展開します。 

小さな町の資料館施設ですが、「枝幸」という地域を総合的に発信する博物館施設を目

指しています。リニューアルオープンは平成 28 年 5 月を予定していますので、宗谷に

お越しの際はぜひお立ちよりください。 

【オホーツクミュージアムえさし 館長 高畠孝宗】 

 

 

 

 

編・集・後・記 

 

    部会ニュースを 3 人で編集してから 4 号目となりました。 

    内容は 9 月 25 日に予定している平成 27 年度の研修内容を中心に掲載いたしま 

した。 

    士別市で皆さんと会えることを楽しみにしているとともに、ニュース内容につ 

    いてのご意見やご要望がございましたら、お気軽にお寄せいただければと思い 

ます。 

 

【編集担当】 

会田 理人（北海道開拓記念館 〒004-0004 札幌市厚別区厚別町小野幌 53-2） 

                              Tel 011-898-0456 / Fax 011-898-2657 

斉藤 譲一（稚内市教育委員会 〒097-8686 北海道稚内市中央 3 丁目 13-15） 

                Tel 0162-23-6518 / Fax 0162-22-7913  

新川 剛生（新冠町郷土資料館 〒059-2402 北海道新冠郡新冠町字中央町 26 番地） 

                   Tel/Fax 0146-47-2694 


